六国後半に見る飢と疫と災 : 平安時代初期における庶民生活の生活衛生学的概観 by 浅見, 益吉郎 et al.
一一24一 食物学会誌 ・第35号
調 査 資 料
六国後半に見 る飢 と疫 と災
平安時代初期における庶民生活の生活衛生学的概観
浅 見 益 吉 郎*,新 江 田 絹 代*
On starvations, epidemics and disasters, revealed 
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 —A hygienical aspect of folk—livings at the early days 
                          of "Heian—era" (792-887) —
Masukichiro Asami*, Kinuyo Nieda*
1 は じ め に
 さきに筆者 らの一人(浅 見)は,奈 良時代を完全に
包括する続 日本紀(以 下C{続 紀"と 略記)の 記事を通
覧 し,文 武天皇二年より延暦十年に至る95年間(698
～791)*1(以 下 この期間を本報では"前 時代"と 呼ぶ)
に発生 した"飢 饅ないし凶作"*2,"疫 病"な らびにこ
れ らと関連が深かったと思 われる"各 種 災害"*3(以
下 これ らを単に"飢","疫"な らびに"災"と 呼ぶ)
の記録を及ぶ限 り拾摘 し。飢 ・疫 ・災3者 間の相互関
係を検討すると共に,当 時の庶民生活に対する生活衛
生学的側面よりの概観を試みた1)。 その結果として。
華やかに彩 られた天平文化の底辺に,絶 え間ない飢 ・
疫 ・災の脅威に打ちひ しがれていた当時の庶民の悲惨




 これを承けた作業 として,筆 者 らは続紀に続 く六国
史後半の4史 書("日 本後紀","続 日本後紀","日 本
文徳天皇実録"お よび"日 本三代実録",以 下これらを
"後紀"
,●"続後紀","文 実"お よび"三 実"と 略記)に
より,こ れらの編年史書が包括する延暦十一年(792)
*衛 生学第1研 究室(Laboratory of Hygiene,1)
より仁和三年(887)に 至る96年 間に発生 した飢 ・疫 ・




 根拠 とした各 史書 は いずれ も"新 訂増補国史大系
本"2)で ある。 しか しながら この時期の冒頭41年 間を




より採録,編 纂 した"日 本後紀逸文"3)に拠 り,必要に応
じ"類 聚国史"4)(以 ド"類史"),"日 本紀略"(以 下"紀
略")5)な らびに"平 安通志"6)な ども参照 して補訂した。
皿 平安初期におけ る飢 ・疫 ・災
 各根拠史 書に記載された飢 ・疫および災の発生記録




 これ らの表を通覧 してまず注 目されるのは飢の発生
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記号， 0:豊年{⑧:大飢(凶)年 [00:大疫年[~ :大災年













年 紀 延ト承和七l承和八~寛平二 |柵代 (691--..7冊
計w 発生係数(同
西 暦 791-v840 841-v891 の発生係数1)
一ー 一一一一一一一一一一
飢鍾 120.00 120.00 240.00 3.600 3.0α) 
疫病 67.41 52.43 119.84 1.798 2.191 
災 早魅 83.83 83.83 167.66 2.515 1.976 
大風 30.82 78.77 109.59 1.644 0.976 
霧雨 44.12 169.11 223.25 3.349 1. 434 
洪水 25.06 59.23 84.29 1.264 0.376 
地震 77.49 282.16 359.65 5.395 0.899 
異 噴火 19.74 39.47 59.21 0.888 0.296 
火災 14.78 35.62 50.40 O. 756 0.101 
海輔 17.86 17.42 35.28 0.529 0.536 
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3) 佐伯有義編:“校訂~;，t 日本後紀逸文" (“増補六


























































* 8 承和九・十・十四 (842・1・23)r勅二左右京職東西
悲田一並給二料物ー。令レ焼ニ数嶋田及鴨河原等輯瞳ー。
惣五千五百余頭。J(杭後紀・一二)C嶋田の地，不詳Jo



















* 1 ①大岡田・五・ー (809・6・21)i始制。留下五位以
上不輸二義倉一者封禄。J(紀略・前一四、口
②元慶五・五・九 (881・6• 13) r制。拘下留不レ輸二
義倉一三位以上家司季禄iニ……J(三実・三九、


















* 14貞観八・十二・八 (867・1・21) i禁下五畿国非レキ[二
裁許-0 師B~tþ用不動穀上。 若不二勤慎一。 罪以ニ違
勅ー。J(三実・一三)[鯨:¥，、つでもすぐにの意1。














































* 20 ①貞観五・ー・廿七 (863・2・22) i賑二給京師飢病
尤甚者一。白二去年末 -0 至二T是周一。京域及畿内畿
外。多患、二咳逆-。死者甚衆突_I(三実・七、。
②貞観十四・ー・廿 (872・3. 7) i是月。京邑咳逆
病発。死亡者衆。人間言。勘海;客来。異土毒気令レ然
喬一。J(三実・二~\。
* 21 ここで、注意を要するのは，各史書に記載された事件の
日付である。すなわち，当時の交通・通信事情よりし
て，諸国より朝廷への報告は京師までの距離に比例し
て日数を要したのは当然で、ある。例えば，天長七・ー
・三(幻0・2・3) 出羽に発生した地震の報告は当
時の至急便であった駅伝奏を以てしでも，秋田城より
京師へ26日聞を要している。従って各史書の記載日付
を必ずしも当該事件の発生日と見倣し得ないが，適切
な修正手段も見つからないので，図 1-2の月別類別
は各史書記載日付に拠った。
